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2008年通期業績とハイライト



（単位：百万円）

全店売上高

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

通期業績

518.316

406,373

19,543

18,239

12,393

2008年
通期

前年比

額 ％

前年比

24.166

11,311

2,809

2,623

4,573

+4.9

+2.9

+16.8

+16.8

+58.5

既存店売上既存店売上 前年比前年比 +4+4..00％％

既存店客数既存店客数 前年比前年比 ++4.4.00％％

予想比

額 ％

-

-5,627

+43

+739

+893

-

-1.4

+0.2

+4.2

+7.8



70%

30%
42%

58%

ＦＣ

直営

2007年末 2008年末

フランチャイズ比率のアップ



FC比率アップによる財務インパクト

財
務
指
標

利益

売上高

時間FC化完了

システムワイド
セールス

08年末
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2006年 2007年 2008年

FC化ビジネスの順調な進捗

１ｵｰﾅｰあたりｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
(1月～11月）

◆ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ額
（2006年＝100）

104

138



4,027
3,959

4,118

4,415

4,941

5,183

3,867
20

183

156

57

29

73

19

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

システムワイドセールス 経常利益

（億円）

国内外食業界では初
5年連続成長

5,0005,000億円達成億円達成

業績推移



（2008年1月1日～2008年12月31日）

当社 / ジャスダックインデックス / TOPIX

日本マクドナルドHD

ｼﾞｬｽﾀﾞｯｸｲﾝﾃﾞｯｸｽ

TOPIX

2008年1年間株価パフォーマンス比較



成功要因

• 継続的な投資

• 一貫した客数増加戦略

• ピープルエクセレンス

• グローバリゼーション



マクドナルドの強み

ピープル

バリューフォー
マネー

マクドナルド
の独自性



スーパーコンビニエンス

24時間営業 ドライブスルー リモデルスピード

お客様の利便性・快適性を飛躍的に拡大



スーパーコンビニエンス
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店舗数

2006 2007 2008

24時間営業

深夜時間帯

年間売上 2525％％アップ

466466

1,3121,312

1,1,632632

売上



バリュー／納得感・お得感

オリコン
顧客満足度

買いたいコーヒー

No.1

レギュラーコーヒー
マーケットシェア

No.1

オリコン
顧客満足度

買いたいコーヒー

No.1

レギュラーコーヒー
マーケットシェア

No.1

シャカシャカチキンプレミアムローストコーヒー

1,000
購買者中
販売個数

350
（販売当初1ヶ月）

1,000
購買者中
販売個数

350
（販売当初1ヶ月）

一貫した客数拡大戦略

販売個数２５販売個数２５%%アップアップ （（08 vs. 07)08 vs. 07)



ピープル

プライドプライド

バリューバリュー

インセンティブインセンティブ

継続的な人材育成への投資



ＡＪＣＣＡＪＣＣ

ＷｅｂＷｅｂ スマイルスマイル

会員数会員数 1010万人万人

ピープル

Voice ofVoice of
McDonaldMcDonald’’ss



クルーの充足

2007年 2008年

（単位：千人）

16万４千人のクルーが支える ブランド

140

150

160

130



22万人増加万人増加

ピープル

全国のクルー人数



店舗社員／クルー満足度

店舗社員

クルー

99ポイントポイント

アップアップ
99ポイントポイント

アップアップ

77ポイントポイント

アップアップ



2008年度12月期 財務の状況

日本マクドナルドホールディングス株式会社

財務本部 上席部長

今村 朗



全店売上高 前年比4.9%増に象徴される、
引き続き好調なベースビジネス

戦略的なマーケティング投資の配分

FＣ化戦略の順調な進捗

前期比2.9%の増収、
同16.8%の経常増益を達成



（単位：百万円）

２００8年
通期

全店売上高

既存店売上

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

当期純利益

増減

％ 額

518,316

+4.0

406,373

68,960

19,543

24,166

-

11,311

4,919

2,809

4,573

+4.9

-

+2.9

+7.7

+16.8

+58.512,393

494,149

+10.2

395,061

64,040

16,733

7,819

２００7年
通期

18,23915,616 +16.8 2,623

2008年12月期収益状況

（除く一時的な特別損益）
8,753 10,116 +15.6 1,362



2007年通期
経常利益

156

＋＋2525

増収による
粗利益増加

▲▲3535
（単位：億円）

経常利益前年対比

＋＋6060

ＦＣ収支改善

▲▲2424

182

2008年通期
経常利益

原材料価格の
高騰等による
粗利益の減少 販管費の増加等



＋＋1010

▲▲66 （単位：億円）

経常利益分析（2008年上期）

＋＋3333

▲▲3636

店舗運営
事業売却益

69

2007年上期
経常利益

2008年上期
経常利益

増収による
粗利益増加

ＦＣ収支改善

原材料価格の
高騰等による
粗利益の減少

販管費の
増加による
利益減

68

店舗運営事業売却益



▲▲66

原材料価格の
高騰等による
粗利益の減少

＋＋1010

（単位：億円）

経常利益分析（2008年上期）

＋＋3333

店舗運営
事業売却益

69

2008年上期
経常利益

増収による
粗利益増加

ＦＣ収支改善

2007年上期
経常利益

68

店舗運営事業売却益

マーケティング投資の
戦略的配分の影響を考慮すると
上期断面でも経常増益

▲▲3636

販管費の
増加による
利益減



11３

2008年下期
経常利益

店舗運営
事業売却益

＋＋1515

＋＋2727

ＦＣ収支改善

▲▲2929

原材料価格の
高騰等による
粗利益の減少

2007年下期
経常利益

88

（単位：億円）

経常利益分析（2008年下期）

増収による
粗利益増加

店舗運営
事業売却益

＋＋1212

販管費の
減少による
利益増



11３

2008年下期
経常利益

店舗運営
事業売却益

＋＋1515

＋＋2727

ＦＣ収支改善

▲▲2929

原材料価格の
高騰等による
粗利益の減少

2007年下期
経常利益

88

（単位：億円）

経常利益分析（2008年下期）

増収による
粗利益増加

店舗運営
事業売却益

マーケティング投資の戦略的上下配分が
下期の増収と増益を牽引！！

＋＋1212

販管費の
減少による
利益増



合計合計

合計合計

財務活動財務活動

投資活動投資活動

営業活動営業活動

合計合計

投資その他投資その他
の資産の資産

2007年
期末

2008年
期末

200７年
期末

200８年
期末

敷金・保証金敷金・保証金

投資有価証券投資有価証券

無形固定資産無形固定資産

その他その他

有形固定資産有形固定資産

（単位：百万円）

キャッシュフローキャッシュフロー

キャッシュフローキャッシュフロー

キャッシュフローキャッシュフロー

純資産純資産

流動負債流動負債

固定負債固定負債

固定資産固定資産

流動資産流動資産

９８，３９３９８，３９３

７１，０２０７１，０２０

３０，６１０３０，６１０３２，１４３３２，１４３

９１，４０１９１，４０１

７７，７５８７７，７５８

２４，３３７２４，３３７

▲２１，８５５▲２１，８５５

▲１，８１２▲１，８１２

１７，８５５１７，８５５

▲１５，６７４▲１５，６７４

▲４，３８９▲４，３８９

２００，０２４２００，０２４２０１，３０３２０１，３０３ ６６６６６６ ▲２，２２３▲２，２２３

２０１，３０３２０１，３０３ ２００，０２４２００，０２４

６４，５９９６４，５９９

３，４５５３，４５５

１３３，２４７１３３，２４７

３，５６２３，５６２

５７，０９０５７，０９０

１３９，３７１１３９，３７１ ３，７８４３，７８４

９，７８５９，７８５

８１，６１５８１，６１５

６４，０６４６４，０６４

９，９０９９，９０９

８１，３３３８１，３３３

１７，０６０１７，０６０

３９８３９８

６１，９１０６１，９１０

８，７１１８，７１１

▲▲２８２２８２

７，２７５７，２７５

▲３，３８６▲３，３８６

▲２，１５４▲２，１５４

▲１，１９８▲１，１９８

2007年期末 2008年期末 差額

貸借対照表・ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰの状況



２００９年



2008年
通期 ％

全店売上高

既存店売上

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

当期純利益

2009年
通期予想

530,000

+1.0～3.0

355,000

23,600

22,000

12,600

額

増 減

（単位：百万円）

518,316

+4.0

406,373

19,543

18,239

12,393

2.3％

ー

11,684

ー

▲12.6％ ▲51,373

4,056

3,760

206

20.8％

20.6％

1.7％

通期業績予想

10,116 12,600 24.6％ 2,483
（除く一時的な特別損益）



（単位：億円）

228億円

2006年

127127

8282

225億円

2007年

322億円

2008年

その他

店舗設備

104104 9494

2009年（計画）

310億円

9494

設備投資計画

出店・リモデル

ビジネスインフラ

7

7878

3

4040
1212

141141

8484

160160

5353

3
33

※フランチャイジーの投資は含まない



リモデル

出店出店
リモデルリモデル

閉店閉店

9090

6464

336565

6699

228800

100100

8888

6363
1177

223232

2007年2006年 2008年

8877

（単位：店舗）
出店

戦略的閉店

閉店

※フランチャイズを含む

8585

7070

250250

2009年
（計画）

店舗計画



マクドナルドの強み 更なる強化

ピープル

マクドナルド
の独自性

バリューフォー
マネー



戦略的経営資源の配分

ＦＣ化の更なる推進

バリューフォーマネー

ピープルエクセレンス

２００９年 重点施策



2009年のメニュー戦略

お客様にとっての1番の選択肢になる

ビーフ チキン ブレックファースト 100円＆120円マック

クォーター
パウンダー

チキンフィレオ
ジューシーチキンの
新しいラインナップ

メニューバラエティーの拡充
サラダマリネマフィン
マックホットドッグ

サイドメニューの
新しいフレーバー＋
サンドイッチの拡充

コーヒー



バリューフォーマネーの追求バリューフォーマネーの追求

マーケティングの革新マーケティングの革新

徹底したコスト管理徹底したコスト管理

“危機”への対応




